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開
催
に
あ
た
っ
て

　

今
年
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
富
岩
運
河
が
完
成
し
て
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
富
山
県
は
古
く
か
ら
、
河
川
と
の
関
係
が
深
い
土
地
柄
で

し
た
。
河
川
の
治
水
に
努
め
る
一
方
で
河
川
を
利
用
し
た
舟
運
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
海
交
易
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
港

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
港
と
都
市
を
結
ぶ
の
が
「
運
河
」
で
あ
り
、
富
岩
運
河
は
大
正
末
の
都
市
計
画
事
業
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
富
山
県
民
は
こ

の
運
河
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
富
山
県
の
繁
栄
の
「
夢
」
を
託
し
た
の
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
史
資
料
を
基
に
、
運
河
の
な
り
た
ち
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
思
い
、
願
い
、
郷
土
の
発
展
に
活
か
し
て

き
た
先
人
た
ち
の
努
力
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。
そ
し
て
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
機
に
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る

富
山
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
水
の
王
国
と
や
ま
」
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、
今
後
の
活
力
・
魅
力
あ
る
富
山
を
考
え
る
機
会

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

国
立
公
文
書
館　

名
古
屋
港
管
理
組
合　

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館　

富
山
県
立
図
書
館　

富
山
県
教
育
記
念
館　

国
土
地
理
院

　

富
山
市
教
育
委
員
会　

北
前
船
廻
船
問
屋
森
家　

高
岡
市
立
博
物
館　

高
岡
市
立
伏
木
図
書
館

　

富
山
県
土
木
部
（
港
湾
課　

都
市
計
画
課　

河
川
課　

富
山
港
事
務
所
）

　

富
山
市
立
奥
田
北
小
学
校
（
富
山
市
）　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ナ
ル
水
辺
倶
楽
部　

運
河
の
ま
ち
を
愛
す
る
会

　

貴
堂
巌
（
富
山
市
）　

竹
島
精
一
（
富
山
市
）　

佐
竹
剛
一
（
富
山
市
）　

高
田
光
雄
（
富
山
市
）　

岡
本
真
紀
（
名
古
屋
市
）　

�

（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　

平
成
二
十
七
年
十
月

�

富
山
県
公
文
書
館
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は
じ
め
に

　

富
山
県
は
「
水
」
と
と
も
に
歩
ん
だ
県
で
あ
っ
た
。
県
内
に
は
急
流
河
川
が
多
く
、
洪

水
・
大
水
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
水
力
発
電
の
原
動
力
と
な
り
、
ま

た
河
川
が
注
ぎ
こ
む
富
山
湾
は
日
本
海
交
易
の
港
を
提
供
し
て
き
た
。

　

運
河
と
は
、
航
行
、
灌
漑
、
排
水
、
発
電
、
給
水
な
ど
の
た
め
に
作
ら
れ
た
人
工
水
路

を
意
味
す
る
。
す
で
に
古
代
中
国
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
内
陸
運
河
、
国
際
運
河
、
水
平
運
河
と
階
段
状
運
河
（
閘
門
式
運
河
）
な
ど
航
路
・

目
的
な
ど
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
運
河
が
世
界
各
地
に
存
在
す
る
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
日
本
の
主
な
運
河
は
、
大
阪
の
道ど

う

頓と
ん

堀ぼ
り

、
京
都
の
高
瀬
川
、
宮
城
県

の
貞て

い
ざ
ん山

堀
、
埼
玉
県
の
見み

ぬ
ま
つ
う

沼
通
船せ

ん

堀ぼ
り

、
北
海
道
の
小
樽
運
河
、
愛
知
県
の
中
川
運
河
な
ど

で
あ
り
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
初
期
か
ら
年
貢
米
輸
送
の
増
加
や
経
済
・
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
各
地
に
開
削
さ
れ
た
。

　

富
山
県
で
も
、
大
正
期
以
降
豊
富
な
水
と
電
力
を
利
用
し
て
、
都
市
計
画
と
工
場
用
地

造
成
と
を
結
び
つ
け
、「
運
河
」
を
め
ぐ
る
計
画
が
い
く
つ
も
浮
上
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
実
際
に
開
削
さ
れ
た
富
岩
運
河
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
運
河
計

画
に
も
触
れ
な
が
ら
「
前
史
」「
都
市
計
画
と
運
河
」「
運
河
の
発
展
と
危
機
」「
再
生
と

新
た
な
段
階
」
と
い
う
視
点
で
運
河
か
ら
み
た
富
山
の
歴
史
を
紹
介
し
た
い
。

一
　
前
史

　

日
本
列
島
に
お
い
て
陸
上
交
通
が
発
達
す
る
明
治
時
代
ま
で
、
交
通
運
輸
の
主
た
る
手

段
は
舟
運
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
陸
上
の
道
路
が
未
整
備
で
幅
も
狭
い
の
に
対
し
て
、
舟

運
輸
送
で
は
、
河
川
や
海
岸
部
に
沿
っ
て
大
量
の
荷
物
を
一
度
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。

　

越
中
国
は
、
古
代
よ
り
日
本
海
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
大

き
な
港
は
海
上
輸
送
と
河
川
輸
送
が
交
わ
る
河
川
の
河
口
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
越
中
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
港
と
し
て
は
、
以
下
の
東
岩
瀬
港
と
伏
木
港
が
あ
る
。

①
東
岩
瀬
港

　

岩
瀬
港
は
、
神
通
川
の
河
口
に
位
置
し
、
中
世
に
成
立
し
た
日
本
最
古
の
海
商
法
規
で

あ
る
『
廻か

い
せ
ん船
式し

き
も
く目
』
の
「
三さ

ん
し
ん
し
ち

津
七
湊そ

う

」
の
中
に
、
越え

ち
ぜ
ん前
三み

く
に国
、
能
登
輪わ

じ
ま島
な
ど
と
と
も
に

「
越
中
岩
瀬
」
と
し
て
登
場
す
る
。

　

江
戸
時
代
、
神
通
川
東
岸
の
東
岩
瀬
は
加
賀
藩
領
、
西
岸
の
西
岩
瀬
は
富
山
藩
領
で

あ
っ
た
が
、東
岩
瀬
は
城
下
町
富
山
に
つ
な
が
る
海
港
で
あ
り
、津
軽
（
現
在
の
青
森
県
）、

松
前
（
現
在
の
北
海
道
）
か
ら
の
御
用
木
、
御
用
品
、
海
産
物
の
積
み
下
ろ
し
港
と
し
て
、

ま
た
年
貢
米
の
集
積
の
た
め
の
御
蔵
が
設
け
ら
れ
、
輸
出
港
と
し
て
栄
え
た
。

　

北
前
船
は
、
地
元
で
は
「
バ
イ
船
」
と

呼
ば
れ
、
蝦
夷
地
（
現
北
海
道
）
を
出
発

し
て
日
本
海
沿
岸
の
諸
湊
か
ら
下
関
を
経

由
し
て
大
坂
ま
で
を
結
ぶ
廻
船
で
あ
る
。

米
、
昆
布
、
ニ
シ
ン
な
ど
を
運
び
、
そ
の

交
易
は
危
険
率
は
高
い
が
、「
一
年
目
に

高
価
な
船
価
を
償
却
し
、
二
年
目
は
積
荷

の
仕
入
れ
資
金
を
ま
か
な
い
、
三
年
目
で

巨
万
の
蓄
財
が
で
き
る
」
と
い
わ
れ
た
。

　

な
か
で
も
馬
場
家
は
屋
号
を「
道ど

う

正し
ょ
う
や屋
」と
言
い
、江
戸
時
代
後
期
の
天
保
期（
一
八
三
〇

～
一
八
四
四
）
か
ら
多
く
の
船
を
購
入
し
て
北
陸
屈
指
の
大
船
主
と
な
っ
た
。

　

明
治
期
に
は
馬ば

ば場
道ど

う
き
ゅ
う

久
が
出
て
、
日
本
海
運
業
同
盟
会
を
設
立
し
、
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
馬
場
合
資
会
社
を
設
立
し
た
。

　

東
岩
瀬
に
は
他
に
も
四あ

い
も
の

十
物
屋
（
森
家
）
な
ど
有
力
な
廻
船
問
屋
が
存
在
し
、
町
は
繁

栄
し
た
。

水
運
と
北
前
船

船絵馬　清正丸
（富山市教育委員会蔵）
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②
伏
木
港

　

伏
木
港
は
、
小
矢
部
川
の
河
口
に
位
置
し
て
高
岡
と
連
絡
し
、
江
戸
時
代
は
東
岩
瀬
と

同
じ
く
北
前
船
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
十
八
世
紀
に
入

る
と
能の

と

や
登
屋
（
藤
井
家
）、
鶴つ

る
や屋
（
堀
田
家
）、
本ほ

ん
ご
う
や

江
屋
（
秋
元
家
）
な
ど
自
ら
渡
海
船
を

所
有
し
、
貿
易
業
を
営
む
有
力
な
船
問
屋
が
台
頭
し
て
繁
栄
し
た
。

　

明
治
に
入
り
、
能
登
屋
の
四
代

目
、
藤
井
能の

う

三そ
う

は
、
伏
木
の
近
代

化
に
尽
力
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
彼
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
も
は
や
帆
船
で
は
な
く
蒸
気

船
の
時
代
で
あ
る
と
悟
り
、
明
治

八
年
（
一
八
七
五
）
に
三
菱
商
会

の
岩
崎
弥
太
郎
に
掛
け
合
っ
て
越
中
で
初
め
て
三
菱
の
商
用
汽
船
を
誘
致
し
て
、
航
路
を

開
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
彼
は
、『
伏
木
築
港
論
』
の
中
で
伏
木
の
開
港
を
強
く
切

望
し
、
世
界
と
の
貿
易
を
視
野
に
入
れ
た
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

③
河
川
流
通

　

日
本
海
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
港
と
内
陸
を
結
ん
で
い
た
の
は
、
河
川
を
利
用
し
た
舟
運

で
あ
っ
た
。

　

川
舟
は
一
般
に
喫き

っ
す
い水
（
船
体
の
水
中
に
入
っ
て
い
る
部
分
の
深
さ
）
が
浅
く
、
舟
底
が

平た
い
らで
軽
く
浮
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
海
舟
と
は
本
質
的
に
違
っ
て
い
た
。
流
れ
が
緩

や
か
で
水
量
が
豊
か
な
川
で
は
、
川
舟
の
中
で
も
「
長
舟
」
が
多
く
使
わ
れ
た
。
長
舟
は

米
二
〇
石
（
三
〇
〇
〇
㎏
）
ほ
ど
の
積
載
量
で
、
人
な
ら
ば
四
〇
人
ほ
ど
乗
せ
ら
れ
た
。

　

越
中
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
河
川
流
通
の
主
な
物
資
は
年
貢
米
で
あ
っ
た
。
そ
の
担
い

手
と
し
て
高
岡
木
町
や
富
山
木
町
の
舟
方
衆
が
知
ら
れ
る
。

　

年
貢
米
は
、
川
を
通
じ
て
各
地
の
御
蔵
に
集
積
さ
れ
、
港
か
ら
北
前
船
で
西
廻
り
航
路

を
通
じ
て
金
沢
や
大
坂
な
ど
に
運
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
河
川
流
通
は
、
非
常
に
生
活
に
密

着
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
以
外
に
も
様
々
な

生
活
物
資
が
河
川
を
行
き
来
し
た
。
時
代
は

く
だ
る
が
、
富
山
県
成
立
直
後
の
明
治
十
六

年
（
一
八
八
三
）
七
月
に
内
務
省
に
提
出
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
神
通
川
で
は
麦
、
豆
、

紙
、
縄
、
莚む

し
ろな

ど
の
生
活
物
資
の
ほ
か
に
薬

種
、
売
薬
、
陶
器
な
ど
も
運
搬
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
川
舟
の
数
は
明
治
六
年
で

三
二
七
七
隻
あ
っ
た
。
こ
の
内
陸
水
運
の
最

盛
期
は
明
治
二
十
年
か
ら
三
十
年
こ
ろ
で
あ

り
、
以
後
は
次
第
に
陸
運
に
交
代
し
て
い
っ
た
。
船
頭
た
ち
も
次
第
に
陸
へ
上
が
っ
て
運

送
業
な
ど
へ
転
業
し
て
い
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
も
様
々
な
運
河
計
画
が
存
在
し
た
。
加
賀
藩
で
は
①
越
前
国
敦
賀
港

（
現
福
井
県
）
か
ら
琵
琶
湖
北
岸
の
加
賀
藩
領
海
津
（
現
滋
賀
県
）
へ
の
物
資
輸
送

の
た
め
運
河
計
画
、
②
西
廻
り
航
路
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
但
馬
（
現
兵
庫
県
）
の

朝あ
さ
ご来
川
（
円ま

る

山や
ま

川
）
を
上
り
播
磨
灘
に
抜
け
る
運
河
計
画
、
③
能
登
半
島
の
迂
回
を

短
縮
す
る
た
め
羽
咋
郡
か
ら
鹿
島
郡
大
津
に
い
た
る
運
河
計
画
、
④
小
矢
部
川
と
現

在
の
石
川
県
河
北
潟
を
結
ぶ
倶
利
伽
羅
運
河
計
画
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
実

現
す
る
事
は
な
か
っ
た
。

藤井能三（藤井利美氏蔵
　高岡市立博物館提供）

都市計画工事前の富山市松川（富山県都市計画課蔵）

コ
ラ
ム

江
戸
時
代
の
運
河
計
画
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富
山
県
に
は
、
黒
部
川
・
片
貝
川
・
早
月
川
・
常
願
寺
川
・
神
通
川
・
庄
川
・
小
矢
部

川
の
七
大
河
川
を
は
じ
め
河
川
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
河
川
は
源
流
を
急
峻
な
日
本
ア
ル
プ

ス
な
ど
に
発
し
て
い
る
た
め
に
急
流
で
暴
れ
川
が
多
く
、
膨
大
な
水
量
を
一
挙
に
流
し
、

田
畑
、
人
家
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

明
治
に
入
っ
て
も
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
主
な
水
害
は
お
お
よ
そ
五
二
回
あ
り
、

平
均
す
れ
ば
毎
年
一
回
以
上
水
害
に
襲
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
多
か
っ
た
の
は
神
通

川
と
庄
川
で
あ
っ
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
当
時
の
「
新
川
県
」
が
廃
さ
れ
、
石

川
県
に
編
入
さ
れ
る
に
い
た
り
、
旧
越
中
国
出
身
者
は
石
川
県
に
対
し
て
大
き
な
不
満
を

抱
い
た
。
そ
の
理
由
は
県
庁
の
あ
る
金
沢
ま
で
の
距
離
が
遠
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
県
政
を

行
う
に
あ
た
り
旧
加
賀
国
出
身
者
は
道
路
の
建
設
な
ど
を
主
眼
に
し
た
の
に
対
し
、
旧
越

中
国
出
身
者
は
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
堤
防
の
増
強
を
第
一
の
急
務
と
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
要
因
と
な
り
分
県
運
動
が
行
わ
れ
、
明
治
十
六
年
五
月
に
富
山
県

の
分
県
が
実
現
し
た
。

　

分
県
後
、
県
当
局
と
県
会
は
一
致
し
て
治
山
治
水
事
業
に
全
力
を
傾
注
し
た
。
予
算
か

ら
み
て
も
明
治
十
六
年
か
ら
三
十
五
年
に
至
る
二
十
年
間
は
、
土
木
費
が
県
全
体
の
予
算

の
五
〇
～
六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
県
は
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
国
の
補
助

を
願
い
出
て
い
る
。

　

常
願
寺
川
の
第
一
次
改
修
工
事
は
明
治
二
十
四
年
七
月
の
大
出
水
後
、
内
務
省
技
師
オ

ラ
ン
ダ
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の
計
画
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
用
水
口
を
合

併
し
、
築
堤
の
大
部
分
に
変
更
工
事
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
明
治
二
十
四
年

十
二
月
に
着
工
し
、
明
治
二
十
六
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
常
願
寺
川

の
常
盤
橋
よ
り
下
流
は
年
々
川
床
が
低
下
し
、
以
来
ひ
ど
い
水
害
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

神
通
川
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
八
年
に
富
山
市
参
事
会
・
富
山
市
長
か
ら
県
知
事
に

対
し
て
請
願
が
行
わ
れ
、
治
水
工
事
を
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

　

翌
明
治
二
十
九
年
は
、
富
山
市
も
高
岡
市
も
前
代
未
聞
の
大
水
害
に
襲
わ
れ
た
。
と
く

に
神
通
川
は
、四
月
八
日
、七
月
七
日
、七
月
二
十
一
日
、八
月
二
日
と
、四
回
も
氾
濫
し
、

全
市
の
四
分
の
三
が
濁
流
に
洗
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
富
山
市
会
は
同
年
八
月
十
一
日
、
県

当
局
へ
請
願
書
を
出
し
、「
婦
負
郡
鵯ひ

よ
ど
り島
村
よ
り
百ひ

ゃ
く
づ
か塚
村
へ
貫
き
、
一
派
の
分
水
路
を
開

削
し
て
、
そ
の
水
勢
を
排
殺
す
る
ほ
か
術
な
か
る
べ
し
」
と
新
規
の
排
水
路
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。
そ
の
結
果
、
蛇
行
す
る
神
通
川
に
新
し
い
河
道
を
掘
削
し
て
直
通
さ
せ
る
馳は

せ

越こ
し

線
工
事
が
明
治
三
十
四
年
一
月
に
開
始
さ
れ
、
明
治
三
十
六
年
五
月
に
完
成
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
神
通
川
は
、
富
山
市
北
西
部
で
新
旧
二
川
に
分
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
河
水

は
徐
々
に
新
河
道
を
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
富
山
市
を
襲
う
洪
水
・
大
水
は
減
少
し
た
。

　

一
方
、
旧
川
は
平
時
は
全
く
通
水
が
な
く
、
洪
水
の
際
に
排
水
の
役
に
も
立
た
な
い
と

し
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
以
後
の
第
三
次
改
修
工
事
で
締
め
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
旧
川
の
跡
地
、
い
わ
ゆ
る
廃
川
地
処
理
が
そ
の
後
の
富
山
市
の
発
展
に
と
っ
て
大
き

な
鍵
と
な
っ
て
い
く
。

治
水
と
馳
越
線
工
事

富山市区域拡張予測図（『富山市経営策』より）
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二
　
都
市
計
画
と
運
河

　

神
通
川
の
旧
河
川
跡
地
（
廃
川
地
）
は
大
正
時
代
に
入
っ
て
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

り
、
富
山
駅
前
と
市
街
地
と
を
分
離
し
、
都
市
機
能
上
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
富
山
市
に
と
っ
て
こ
の
地
区
の
開
発
こ
そ
が
都
市
発
展
の
最
重
要
課
題
で

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
た
の
が
街
路
、
公
園
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
総
合
的
に
行
う
都

市
計
画
の
考
え
と
「
都
市
計
画
法
」
で
あ
る
。

　

政
府
は
産
業
の
発
展
に
よ
り
、
市
の
区

域
を
越
え
て
市
街
地
が
膨
張
す
る
こ
と
に

対
応
す
る
た
め
、大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

「
都
市
計
画
法
」
を
公
布
し
、
大
正
九
年

一
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
し
た
。

　

当
初
、
こ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
た
の

は
六
大
都
市
（
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、

京
都
、
大
阪
、
神
戸
）
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

社
会
情
勢
の
進
展
に
伴
い
、
全
国
の
中
小

都
市
で
も
、
都
市
計
画
を
要
望
す
る
機
運

が
高
ま
り
、
大
正
十
二
年
に
札
幌
を
は
じ

め
、
二
十
五
都
市
に
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
富
山
・
高
岡
両
市
は
そ
の
対

象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
富
山
市
は
大
正
十
二
年
末
に
意
見
書
を
内
務
大
臣
後
藤
新
平
お
よ
び
県
に
提
出

し
、
神
通
川
廃
川
地
処
分
が
富
山
市
発
展
の
鍵
と
な
る
と
強
く
主
張
し
「
都
市
計
画
法
」

の
適
用
を
嘆
願
し
た
。
そ
の
結
果
、
富
山
市
は
翌
大
正
十
三
年
に
念
願
の
都
市
計
画
法
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

法
の
指
定
を
受
け
、
富
山
県
で
は
大
正
十
四

年
三
月
、
都
市
計
画
富
山
地
方
委
員
会
が
設
立

さ
れ
た
。
以
後
富
山
県
下
の
都
市
計
画
は
、県
・

市
及
び
関
係
町
村
の
代
表
か
ら
な
る
こ
の
委
員

会
で
立
案
さ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
ま
ず
将
来
の
人
口
増
加
を
予

測
し
て
市
郊
外
で
そ
の
増
加
分
を
吸
収
す
る
こ

と
と
し
、
富
山
市
の
中
心
地
で
あ
る
西
町
電
車

交
差
点
よ
り
三
〇
分
～
四
〇
分
で
到
達
す
る

範
囲
（
半
径
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
都
市

計
画
区
域
と
定
め
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
富
山
市
北
部
の
東
岩
瀬
町
や

奥
田
村
な
ど
を
計
画
区
域
に
追
加
し
た
。

　

こ
う
し
て
昭
和
三
年
三
月
、
富
山
地
方
委
員

会
で
「
富
山
都
市
計
画
案
」
が
つ
く
ら
れ
、
内

閣
の
認
可
を
得
て
、
県
会
・
市
会
で
原
案
は
可

決
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
富
岩
運
河
の
開
削
、
そ
の
土
砂
を
利
用
し
た
廃
川
地
の
埋
立
て
、

街
路
、
公
園
、
土
地
区
画
整
理
の
事
業
が
決
定
さ
れ
た
。
他
の
都
市
の
多
く
が
街
路
計
画

中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
運
河
開
削
と
そ
の
土
砂
に
よ
る
埋
立
て
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
組
み
合
わ
せ
は
当
時
高
く
評
価
さ
れ
た
。
そ
し
て
県
で
は
こ
の
事
業
の
推
進
の
た
め
新

た
に
都
市
計
画
課
を
新
設
し
て
こ
れ
に
対
応
し
た
。

　

富
山
市
が
指
定
を
受
け
た
翌
年
の
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）、
高
岡
市
も
都
市
計
画

法
の
適
用
を
受
け
た
。

富山都市計画区域図（部分）（富山県公文書館蔵）

富山都市計画事業計画平面図（富山県公文書館蔵）

高
岡
都
市
計
画
事
業

富
山
都
市
計
画
事
業
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大
正
十
五
年
三
月
、一
市
二
町
五
ヶ
村
（
高
岡
市
、伏
木
町
、新
湊
町
、横
田
村
、能
町
村
、

二
上
村
、
佐
野
村
木
津
、
庄
川
以
西
の
牧
野
村
）
が
都
市
計
画
区
域
と
な
っ
た
。
そ
し
て

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
一
月
に
は
街
路
案
が
決
定
し
た
。
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
上か

み
ぜ
き関
線
、
高
岡
～
伏
木
線
を
南
北
の
基
線
と
し
、
桜
馬
場
線
、
高
岡
～
長
江
線
を

東
西
に
配
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
二
年
三
月
に
は
高
岡
の
第
二
期
街
路
事
業
も
決
定
し
、
着
手
さ
れ
た
。

さ
ら
に
都
市
計
画
区
域
内
の
新
湊
街

路
事
業
と
土
地
区
画
整
理
、
昭
和

十
六
年
の
新
湊
大
火
後
の
復
興
土
地

区
画
整
理
な
ど
も
高
岡
都
市
計
画
事

業
に
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

高
岡
都
市
計
画
の
特
徴
と
し
て
、

富
山
が
大
規
模
な
土
地
の
区
画
整
理

を
と
も
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
高

岡
は
工
場
の
進
出
（
次
節
参
照
）
が

す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
藩
政

期
以
来
の
土
地
利
用
が
継
続
し
、
従
来
の
都
市
構
造
を
引
き
継
ぐ
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

伏
木
で
は
高
岡
都
市
計
画
事
業
よ
り
も
早
く
工
場
の
進
出
が
相
次
い
で
お
こ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
歴
史
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
北
陸
人
造
肥
料
会
社
設
立
に
始
ま
る
。
こ

の
工
場
は
従
来
か
ら
の
魚
肥
・
油
粕
・
満
州
産
大
豆
粕
肥
料
の
不
安
定
な
輸
入
に
対
処
し

て
、
化
学
肥
料
を
生
産
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
富
山
県
の
安
価
で
か
つ
豊
富
な
電
力
が
引
き
金
と
な
っ
て
こ
の
地
域
に
重
化

学
工
場
の
設
立
が
相
次
ぎ
、
伏
木
工
業
地
帯
が
成
立
し
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に

は
電
気
製
鉄
（
日
本
鋼
管
）、
電
気
化
学
（
北
海
電
化
）、
北
海
曹
達
（
東
亞
合
成
）
が
進

出
し
、大
正
七
年
に
は
伏
木
製
紙
、北
海
工
業
（
王
子
製
紙
）
な
ど
の
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
伏
木
工
業
地
帯
形
成
の
こ
ろ
に
、富
山
県
は
農
業
県
か
ら
工
業
県
へ
と
移
行
し
た
。

伏
木
工
業
地
帯
は
富
山
県
工
業
の
原
型
と
い
う
べ
き
も
の
で
、富
山
県
の
特
質
で
あ
る「
電

力
型
工
業
立
地
」
を
な
す
工
場
が
多
く
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
初
め
て
富
山

県
に
中
央
の
大
資
本
が
進
出
し
、
と
り

わ
け
三
井
系
資
本
や
富
山
県
出
身
の
実

業
家
浅
野
総
一
郎
な
ど
の
影
響
力
が
見

ら
れ
た
（
浅
野
は
工
場
誘
致
な
ど
の
仲

介
を
し
て
い
る
）。
し
か
し
、
こ
の
地

域
は
平
野
部
が
狭
く
、
新
規
工
場
設
置

や
工
業
地
帯
と
し
て
の
発
展
が
難
し
い

と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。

　

伏
木
工
業
地
帯
の
成
立
と
時
を
同
じ
く
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
高こ

う
ふ
く伏
運
河
計
画
で

あ
る
。
こ
れ
は
伏
木
港
と
高
岡
駅
間
に
運
河
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
馳

越
線
工
事
に
よ
る
土
砂
の
流
出
で
東
岩
瀬
港
が
浅
く
な
り
機
能
が
低
下
し
た
た
め
、
船
舶

貨
物
は
伏
木
港
に
集
中
し
、
港
か
ら
の
輸
送
は
私
鉄
中
越
鉄
道
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

計
画
は
、
富
山
県
知
事
の
井い

の
う
え上
孝こ

う

哉さ
い

、
前
述
の
浅
野
総
一
郎
、
日
本
鋼
管
の
白
石
元
治

郎
（
浅
野
の
娘
婿
）
が
中
心
と
な
っ
た
。
県
で
は
、
高
伏
運
河
計
画
の
公
益
性
が
高
い
こ

と
に
注
目
し
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
二
月
、「
高
伏
運
河
審
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、

積
極
的
な
支
援
と
指
導
を
図
ろ
う
と
し
た
。
富
山
県
議
会
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、
大

正
九
年
十
二
月
に
は
当
時
の
県
議
会
議
長
橘
林
太
郎
の
名
で
高
伏
運
河
を
速
や
か
に
実
現

し
て
ほ
し
い
と
の
建
議
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

高岡都市計画区域図（富山県公文書館蔵）

伏
木
工
業
地
帯

浅野総一郎（『父の抱負』より）

高
伏
運
河
計
画
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ま
た
、
高
岡
市
、
伏
木
町
、
新
湊
町
当
局
も
計
画
に
積
極
的
で
あ
り
、
当
時
の
射
水
郡

長
南な

ん
ば
ら原
繁し

げ
る（
後
の
東
大
総
長
）も
仲
介
の
労
を
と
っ
た
。し
か
し
、運
河
建
設
予
定
上
に
あ
っ

た
地
域
で
土
地
買
収
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
計
画
は
大
幅
に
修
正
さ
れ
、
小
矢
部
川
に

護
岸
工
事
と
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
を
施
し
て
小
汽
船
を
運
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

計
画
も
大
正
九
年
に
中
越
鉄
道
が
国
に
移
管
さ
れ
、
輸
送
力
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

い
つ
の
ま
に
か
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
大
正
十
五
年
の
高
岡
都
市
計
画
区
域
決
定
理
由
書
に
お
い
て
「
小
矢
部
川
を
利

用
す
る
高
伏
運
河
の
開
設
を
見
ん
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

の
都
市
計
画
に
よ
る
街
路
案
で
は
、
伏
木
か
ら
高
岡
の
区
間
に
最
も
重
要
な
基
幹
道
路
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
史
料
は
見
つ
か
ら
な
い
も
の
の
、
大
正
末
か
ら
昭
和
四
年

ま
で
の
間
に
高
伏
運
河
の
計
画
は
、
都
市
計
画
の
中
で
高
伏
道
路
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

富
山
が
運
河
の
開
削
に
よ
っ
て
港
と
駅
を
結
び
工
業
地
帯
を
造
成
し
て
い
こ
う
と
し
た

の
に
対
し
て
、
高
岡
は
大
型
道
路
の
建
設
に
よ
っ
て
港
と
駅
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
し
た

と
い
え
よ
う
。

三
　
運
河
の
発
展
と
危
機

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
十
二
日
、

東
岩
瀬
港
埋
立
地
に
お
い
て
東
岩
瀬
港
第
二

期
修
築
事
業
地
鎮
祭
と
起
工
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
大
臣
代
理
・
知
事
を
は
じ
め
五
百
余
名

が
参
加
し
た
。
当
日
は
降
り
し
き
る
雨
の
中

で
、
岩
瀬
小
学
校
児
童
の
旗
行
列
が
行
わ
れ

た
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
は
悪
天
候
の
た
め
翌
十
三
日
夜
富
山
市
で
行

わ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
工
事
は
、
富
岩
運
河
を
開
削

し
、
そ
の
土
砂
で
廃
川
地
を
埋
め
立

て
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
東

岩
瀬
港
の
沿
岸
の
埋
め
立
て
も
行
わ

れ
た
。

　

運
河
の
掘
削
に
は
エ
キ
ス
カ
・

ベ
ー
タ
と
い
う
蒸
気
動
力
の
機
械
二

台
が
用
い
ら
れ
た
。
一
台
は
神
通
川

改
修
区
域
内
に
あ
る
も
の
、
も
う
一

台
は
新
潟
県
阿
賀
野
川
で
使
用
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
ト
ン

の
蒸
気
機
関
車
二
台
、
レ
ー
ル
は

六
マ
イ
ル
（
九
六
五
四
メ
ー
ト
ル
）、

土
運
車
（
ト
ロ
ッ
コ
）
七
五
台
が
使
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
総
工
費
一
七
七
万
八
〇
〇
〇
円
を
投
じ
て
延
長
四
七
五
八
ｍ
に
及
ぶ
富
岩
運

河
は
、
昭
和
十
年
一
月
末
に
完
成
し
た
。

　

運
河
は
、
四
月
か
ら
使
用
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
十
四
年
に
は
「
富
山
県
富
岩
運
河
使
用

条
例
」
が
告
示
さ
れ
た
。
注
目
さ
れ
る
事
項
と
し
て
「
水
路
に
貯
木
す
る
事
」
や
「
汚
水
、

廃
液
等
を
放
流
し
ま
た
は
土
砂
塵
芥
汚
物
等
を
投
棄
す
る
事
」
な
ど
を
禁
止
し
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。既
に
後
の
水
質
の
悪
化
や
、貯
木
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
廃
川
地
に
は
、
富
山
県
庁
や
電
気
ビ
ル
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放
送

局
、
昭
和
会
館
、
富
山
警
察
署
、
総
曲
輪
小
学
校
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
富
山
市
の
都
市
発

展
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

東岩瀬港第二期修築事業地鎮祭並に起工式
（富山県都市計画課蔵）

富
岩
運
河
開
削
と
中
島
閘
門

昭和５年１０月　エキスカ・ベータによる掘削作業
（富山県都市計画課蔵）
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こ
の
富
岩
運
河
に
は
、
二
つ
の
閘こ

う
も
ん門
が
設
け
ら
れ
た
。
水
位
差
を
調
整
す
る
「
中
島
閘こ
う

門も
ん

」
と
、
い
た
ち
川
か
ら
の
取
水
を
目
的
と
す
る
「
牛
島
閘こ

う
も
ん門
」
で
あ
る
。

　

中
島
閘
門
は
運
河
上
流
と
下
流
の
二
・
五
ｍ
の
水
位
差
を
調
整
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
。
パ
ナ
マ
運
河
式
の
閘
門
で
、
幅
員
（
は
ば
）
九
ｍ
九
〇
㎝
（
三
〇
尺
）
長
さ
六
〇
ｍ

六
〇
㎝
（
二
百
尺
）、
閘
室
部
は
更
に
鉄
筋
を
補
っ
た
耐
震
構
造
で
、
二
対
の
鋼
製
扉
を

備
え
て
い
た
。

　

富
山
県
富
岩
運
河
使
用
条
例
（
昭
和

十
四
年
制
定
）
に
よ
れ
ば
、
中
島
閘
門
の

通
航
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
あ
り
、
季
節
に
よ
っ
て
多
少
の
収
縮

が
あ
っ
た
。
ま
た
閘
門
の
通
航
料
金
は
、

一
往
復
で
五
銭
～
四
五
銭
で
あ
っ
た
。

　

中
島
閘
門
は
そ
の
後
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
復

元
工
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
数
少

な
い
都
市
計
画
事
業
に
よ
る
運
河
閘
門
で

あ
る
こ
と
や
、
高
度
な
土
木
施
工
技
術
が

評
価
さ
れ
、
昭
和
初
期
の
土
木
構
造
物
と

し
て
は
全
国
で
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
（
平
成
十
年
五
月
一
日
）。

　

富
岩
運
河
の
開
削
、
特
に
運
河
の
位
置
は
、
そ
の
周
辺
の
集
落
と
水
田
耕
作
者
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
奥
田
村
下し

も

新し
ん

、
大
広
田
村
千ち

は
ら
ざ
き

原
崎
（
現
富
山
市
）
に
と
っ
て

影
響
は
特
に
大
き
か
っ
た
。
以
下
、
運
河
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
奥
田
村
の
場
合
を
み

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
二
月
、
運
河
の
収
用
地
問
題
で
県
代
表
・
富
山
市
有
力
者
と

奥
田
村
代
表
者
と
が
数
回
に
わ
た
っ
て
会
見
し
た
。
そ
の
際
、
神
通
川
か
ら
約
百
二
〇
間

（
約
二
一
六
ｍ
）隔
た
っ
た
と
こ
ろ
に
運
河
を
掘
る
と
県
側
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
の
運
河
設
計
は
こ
れ
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
奥
田
村
で
は
村
民
大

会
を
開
き
、
運
河
の
位
置
を
西
に
ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
の
決
議
を
行
っ
た
。

　

昭
和
三
年
三
月
に
は
、
そ
の
決
議
を
受
け
て
「
陳
情
書
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
要
旨
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
年
五
月
三
日
、
奥
田
村
下
新
、
中
島
、
粟
田
の
住
民
が
県
庁
へ
押
し
寄
せ
、
代

表
の
竹
島
寛
他
一
一
名
が
富
山
県
庶
務
課
長
に
面
会
し
た
。
ま
た
六
月
に
は
再
度
奥
田
村

の
住
民
の
代
表
が
話
し
合
い
を
求
め
た
。

　

六
月
末
の
県
当
局
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

県
側
が
提
示
し
た
予
定
線
で
は
人
家
の
立
退
き
数
十
戸
、
水
田
約
四
万
歩

（
一
三
万
二
千
㎡
）を
失
い
、
か
つ
西
岸
の
水
田
約
一
五
万
歩
（
四
九
万
五
千
㎡
）
が

灌か
ん
が
い漑

不
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
全
線
を
約
百
間
（
一
八
〇
ｍ
）
西
に
移
転
す
る
事

を
求
め
る
。

・
路
線
を
百
間
西
進
す
る
と
計
画
街
路
奥
田
線
の
変
更
と
工
場
地
帯
の
約
四
分
の
一

が
減
少
す
る
の
で
同
意
で
き
な
い
。

・
運
河
開
削
に
よ
る
灌
漑
区
域
、
耕
地
整
理
は
県
財
政
上
運
河
開
削
に
よ
っ
て
受
け

た
障
害
を
復
旧
す
る
程
度
で
あ
る
。

・
運
河
西
岸
に
渡
る
架
橋
を
現
在
の
農
作
道
路
ご
と
に
つ
け
る
こ
と
は
、
三
二
橋
も

架
設
を
要
す
る
の
で
応
じ
が
た
い
。

・
運
河
西
岸
の
残
存
水
田
に
は
、
伏
越
式
か
揚
水
機
式
で
現
在
の
灌
漑
水
を
送
る
。

・
運
河
西
岸
の
残
存
水
田
の
灌
漑
水
源
を
他
に
求
め
る
こ
と
及
び
運
河
開
削
の
た
め

に
要
す
る
灌
漑
設
備
変
更
に
よ
る
耕
地
整
理
は
付
帯
工
事
と
し
て
施
行
す
る
。

中島閘門の筏材作業（個人蔵）

富
岩
運
河
と
地
元
住
民

− 8−



　

そ
の
後
、昭
和
四
年
五
月
、富
山
市
長
の
斡
旋
に
よ
っ
て
「
運
河
位
置
三
〇
間
（
五
四
・
六

ｍ
）
乃な

い
し至
一
五
間
（
二
七
・
三
ｍ
）
西
進
変
更
す
る
こ
と
」
と
い
う
妥
協
案
で
、一
年
三
ヶ

月
に
わ
た
る
交
渉
が
終
結
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、運
河
は
地
元
住
民
の
生
活
に
、大
き
な
変
化
と
影
響
を
及
ぼ
し
た
。ま
た
、

運
河
工
事
に
と
も
な
う
灌
漑
用
水
の
問
題
も
農
業
で
生
計
を
立
て
る
地
元
住
民
に
と
っ
て

重
要
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
五
年
十
二
月
、
奥
田
村
の
地
主
た
ち
が
富
岩
運
河
第
一
期
工
事
の
う
ち
、
奥
田
村

下
新
大
島
川
伏
式
灌
漑
用
水
工
事
を
め
ぐ
り
県
に
強
く
訴
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
川

は
元
来
排
水
路
で
あ
る
の
で
水
位
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、「
水
位
を
高
め
る
と
排

水
が
で
き
ず
湿
地
が
生
じ
、
水
田
の
価
値
を
損
な
い
、
工
場
地
帯
・
住
宅
地
と
し
て
利
用

で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
翌
昭
和
六
年
に
は
、
自
分
た
ち
で
下

新
地
内
の
大
島
川
灌
漑
用
水
の
工
事
を
請
け
負
い
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。
そ
の
際
に
、

県
か
ら
の
補
償
金
で
は
到
底
工
事
費
と
し
て
足
り
な
い
の
で
、
運
河
沿
岸
の
工
場
地
帯
の

買
収
に
着
手
し
た
際
に
は
ま
ず
地
元
地
主
の
土
地
を
買
収
す
る
こ
と
を
希
望
条
件
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
工
場
用
地
の
売
却
に
あ
た
っ

て
は
、
煙
害
、
飲
料
水
へ
の
影
響
な
ど
公

害
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
工
場

の
職
工
な
ど
に
は
奥
田
村
下
新
地
内
の
希

望
者
を
優
先
的
に
採
用
す
る
こ
と
と
い
う

条
件
を
付
け
て
お
り
、
地
元
住
民
の
生
活

を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

公
共
利
益
と
地
域
生
活
と
の
狭
間
で
、
ぎ

り
ぎ
り
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

昭
和
前
期
の
富
山
県
は
、
運
河
と
そ
の
周
辺
の
工
場
地
帯
造
成
に
よ
っ
て
工
業
化
が
著

し
く
進
展
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
昭
和
十
七
年
に
か
け
て

の
工
業
生
産
額
の
伸
び
は
一
〇
・
一
倍
で
岩
手
県
に
つ
ぎ
全
国
二
位
、
工
場
労
働
者
も
同

期
間
一
万
四
五
九
六
人
か
ら
六
万
二
一
三
五
人
の
四
・
三
倍
増
と
な
り
、
全
国
六
位
、
生

産
額
自
体
で
も
全
国
九
位
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
最
初
に
進
出
し
た
の
が
「
日
満
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社
富
山
工
場
」
で
あ
る
。

富
山
へ
の
進
出
の
理
由
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
需
要
が
高
ま
り
、
ま
た
膨
大
な
電
力
と
原

鉱
石
の
陸
揚
げ
に
便
利
な
港
の
周
辺
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
な
り
安
価
な
電

力
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
の
、
製
造
さ
れ
た
製
品
の
質
が
悪
く
、
昭
和

十
八
年
に
は
「
昭
和
電
工
株
式
会
社
」
と
合
併
し
た
。

昭和６年５月　大島川連絡工
（富山県都市計画課蔵）

富
山
北
部
工
業
地
帯

昭和初期における富山市北部地区工場分布図
（『奥田郷土史』より）
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次
い
で
、「
日に

っ
そ
う曹
人じ
ん
け
ん絹
パ
ル
プ
株
式
会
社
富
山
工
場
」
が
進
出
し
た
。
隣
接
地
に
は
日

本
海
電
気
株
式
会
社
（
現
在
の
北
陸
電
力
の
前
身
の
一
つ
）
が
設
立
さ
れ
、
電
気
と
パ
ル

プ
生
産
に
不
可
欠
な
蒸
気
を
工
場
に
供
給
し
た
。
良
質
の
工
業
用
水
を
潤
沢
に
川
か
ら
取

水
で
き
、
原
料
の
原
木
輸
送
に
好
的
な
運
河
に
面
し
て
い
る
と
い
う
好
条
件
に
も
恵
ま
れ

て
い
た
。
昭
和
十
六
年
に
は
「
興こ

う
こ
く国

人じ
ん
け
ん絹

パ
ル
プ
」
と
改
称
し
た
。

　
「
日
曹
製
鋼
株
式
会
社
富
山
工
場
」
は
昭
和
十
三
年
に
創
業
を
開
始
し
、
製
品
は
炭
素

鋼
材
・
鋳
鉄
・
自
動
車
用
鋼
材
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
十
五
年
に
は
河
口
に
造
船
業

の
「
日
本
海
船
渠
（
ド
ッ
ク
）
工
業
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。
舞
鶴
海
軍
工こ

う
し
ょ
う

廠
に
準

ず
る
管
理
工
場
と
な
り
、
主
と
し
て
海
防
艦
（
八
〇
〇
ト
ン
）
や
特
攻
兵
器
の
特
殊
艇
の

建
造
に
あ
た
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
日
満
ア
ル
ミ
、
日
曹
人
絹
パ
ル
プ
、
日
曹
製
鋼
、
日
本
海
船
渠
と
い
っ

た
近
代
的
な
四
つ
の
工
場
と
富
山
発
電
所
が
運
河
沿
岸
に
建
設
さ
れ
、
工
業
化
を
推
進
す

る
と
い
う
運
河
の
掘
削
意
図
も
一
応
達
成
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
東
岩
瀬
地
区
で
も
「
東
洋
曹ソ

ー
ダ達
富
山
工
場
」「
日
本
曹
達
岩
瀬
工
場
」「
不
二
越

富
山
製
鋼
所
」
が
設
立
さ
れ
工
業
化
が
進
展
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
富
岩
運
河
は
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
十
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
運
河
の
使
用
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
年
四
月
か
ら
昭
和

十
一
年
ま
で
は
日
満
ア
ル
ミ
の
原
材
料
と
藁
の
搬
出
程
度
だ
っ
た
が
、
日
曹
人
絹
パ
ル

プ
や
他
工
場
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
メ
ン
ト
（
約
六
万
八
千
袋
）
や
鉱
石
（
約

二
万
六
千
ト
ン
）、パ
ル
プ
原
木
（
約
一
三
万
六
千
石
）
が
運
河
を
通
じ
て
各
工
場
に
運
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
活
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
四
年
度
の
東

岩
瀬
港
の
入
荷
調
査
で
も
昭
和
九
年
に
五
万
ト
ン
程
度
だ
っ
た
出
入
貨
物
量
が
昭
和
十
三

年
に
は
約
三
七
万
ト
ン
へ
と
運
河
開
削
以
降
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
十
一
年
開
催
の
日
満
産
業
大
博
覧
会
と
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
海
経
済
時

代
の
到
来
を
富
山
県
民
に
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
十
日
、
東
岩
瀬
臨
港
岸
壁

で
東
岩
瀬
臨
港
工
業
地
帯
造
成
事
業
の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
富
山
県
知
事
矢や

の野
兼け

ん

三ぞ
う

の
提
唱
に
よ
る
も
の
で
、「
五
千
万
円
の
大
港
湾

県
政
計
画
」
と
言
わ
れ
た
。
東
岩
瀬
港
付
近
及
び
放
生
津
潟
を
開
発
し
て
、
そ
の
背
後

に
七
〇
〇
万
坪
（
二
三
一
〇
万
㎡
）
の
工
業
地
帯
を
造
成
し
、
伏
木
・
岩
瀬
を
大
工
業

港
と
し
て
日
中
経
済
提
携
の
幹
線
ル
ー
ト
に
し
よ
う
と
し
た
き
わ
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
計
画
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
東
岩
瀬
港
の
背
後
三
一
七
万
四
〇
〇
〇
坪

（
一
〇
四
七
・
四
二
㎡
）
に
工
業
地
帯
を
造
成
し
、
さ
ら
に
総
延
長
六
三
八
六
ｍ
、
幅
員

六
〇
ｍ
の
運
河
四
本
分
を
開
削
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
放
生
津
潟
に
新
し
い
港
湾
と
後

背
地
に
運
河
網
を
造
り
、
周
辺
一
帯
に
お
い
て
約
五
〇
〇
万
坪
の
工
業
用
地
を
造
成
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

富山都市計画事業平面図（部分）（富山県公文書館蔵）

大
港
湾
県
政
計
画
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と
こ
ろ
が
徐
々
に
戦
時
色
が
色
濃
く
な
る
昭
和
十
六
年
二
月
に
な
る
と
、
物
資
動
員
計

画
の
変
更
で
新
設
工
場
資
材
の
配
給
が
取
り
止
め
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
前
月
に
は
最

も
強
力
な
推
進
者
で
あ
っ
た
矢
野
知
事
が
休
職
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
新
聞
は
、
都
市
造
成
計
画
が
延
期
、
ま
た
は
第
一
期
で
打
ち
切

り
に
な
る
と
報
道
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
年
三
月
三
十
一
日
の
都
市
計
画
委
員
会
で
、

富
山
商
工
会
議
所
会
頭
の
金
岡
又
左
衛
門
が
計
画
実
施
に
つ
い
て
懸
念
を
表
明
し
、
当
局

に
対
し
て
説
明
を
求
め
て
い
る
。

　

結
局
、
こ
の
計
画
は
戦
争
に
よ
っ
て
変
更
縮
小
さ
れ
、
運
河
は
現
在
の
岩
瀬
運
河
と
、

計
画
変
更
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
住
友
運
河
を
開
削
し
た
の
み
で
頓
挫
し
た
。
ま
た
放
生
津

潟
の
開
発
に
つ
い
て
は
着
工
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

　

放
生
津
潟
を
利
用
し
築
港
、
運
河
を
掘
り
工
業
地
帯
を
造
成
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
、

大
港
湾
県
政
計
画
が
初
め
て
で
は
な
く
明
治
・
大
正
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
。

　

明
治
半
ば
に
活
躍
し
た
放
生
津
の
実
業
家
、
南

み
な
み
じ
ま島
間ま
さ
く作
は
小
矢
部
川
河
口
を
利
用
し
た

伏
木
港
の
将
来
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
、
掘
り
込
み
式
港
湾
を
造
る
こ
と
を
力
説
し
た
。

そ
の
遺
志
を
友
人
の
新
湊
町
議
会
議
員
川
口
慶
造
が
受
け
継
ぎ
、
宮み

や
ば
や
し林
立り

ゅ
う
さ
く作
新
湊
町
長
ら

と
放
生
津
潟
を
港
と
し
て
開
発
し
、
下
条
川
・
鍛
冶
川
を
拡
幅
し
て
汽
船
が
通
れ
る
運
河

と
す
る
計
画
を
た
て
た
。
そ
し
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
新
湊
町
は
放
生
津
潟
築

港
調
査
に
関
す
る
請
願
書
を
当
時
の
東
園
基
光
富
山
県
知
事
に
提
出
し
た
。

　

昭
和
に
な
る
と
、
富
山
商
工
会
議
所
会
頭
の
金
岡
又
左
衛
門
ら
が
、「
工
業
富
山
が
百

年
の
理
想
体
制
」
は
「
工
場
増
設
の
趨す

う
せ
い勢

を
拡
充
し
、
富
山
及
び
東
岩
瀬
、
高
岡
及
伏
木

四
頂
点
を
連
ぬ
る
長
方
四
角
形
地
内
に
及
ぼ
し
て
之
が
全
地
域
の
工
業
地
帯
化
に
あ
る
べ

く
、
之
を
促
進
す
る
要
素
は
固も

と

よ
り
一
な
ら
ず
と
す
る
も
、
蓋け

だ

し
神
通
川
、
庄
川
を
連
携

す
る
運
河
の
開
削
に
如
く
も
の
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
再
び
放
生
津
を
港
に
す
る
構
想
が
卯う

お

だ
尾
田
毅き

た
ろ
う

太
郎
新
湊
町
長
に
よ
っ
て
矢
野
兼

三
知
事
に
進
言
さ
れ
、
大
港
湾
県
政
計
画
の
構
想
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
に
な
っ
て
も
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）、
同
二
十
七
年
と
数
度
同
様
の
計

画
が
浮
上
し
、
昭
和
三
十
六
年
の
富
山
県
第
二
次
総
合
開
発
計
画
で
は
港
湾
計
画
に
形
を

変
え
、
現
在
の
富
山
新
港
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

富山都市計画東岩瀬工業土地区画整理予想図
（富山県公文書館蔵）

放
生
津
潟
の
開
発
と
運
河

放生津潟港湾計画図
（北日本新聞　昭和22年（１947）１１月１3日記事より）
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戦
前
、
富
山
は
工
業
化
を
め
ざ
し
て
邁
進
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
戦
争
中
に

は
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
目
標
と
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
重
視
し
た
の
は
、
日
満
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
た
だ
し
会
社
は
す
で
に
昭
和
十
八
年
に
昭
和
電
工
と
合
併
）
な
ど
市

街
地
周
辺
の
大
工
場
と
富
岩
運
河
沿
い
の
富
山
北
部
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
二
十
日
に
は
、
日
本
曹
達
富
山
製
鋼
所
横
の
富
岩
運
河

の
岸
に
模
擬
原
爆
（
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
）
が
落
と
さ
れ
た
（
七
月
二
十
六
日
に
は
豊

田
地
内
に
も
落
と
さ
れ
て
い
る
）。
模
擬
原
爆
は
全
国
で
一
七
の
都
道
府
県
に
五
〇

発
が
投
下
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
原
爆
投
下
に
つ
い
て
高
度
、
風
向
き

な
ど
綿
密
な
作
戦
を
練
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

富
山
市
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
日
未
明
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
で

大
被
害
を
受
け
、
旧
市
街
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
た
。

　

八
月
十
五
日
に
戦
争
が
終
わ
り
、
九
月
一
日
に
富
山
市
役
所
に
「
復
興
部
」
を
新
設
、

同
二
十
日
に
は
「
復
興
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
富
山
復
興
都
市
計
画
事
務
所
が
十
二

月
に
開
設
さ
れ
、翌
年
一
月
に
は
第
一
号
の
杭
打
ち
式
が
富
山
県
知
事
・
富
山
市
長
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
復
興
事
業
が
順
次
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
、
富
山
県
は
他
県
に
先
駆
け
て
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は

諸
工
業
を
規
定
す
る
も
の
は
電
力

で
あ
る
と
し
、
多
目
的
ダ
ム
の
建

設
な
ど
、
電
源
開
発
を
中
心
と
す

る
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
中
で
注
目

す
べ
き
は
、
戦
前
の
運
河
構
想
を

全
て
集
め
た
と
言
え
る
壮
大
な
計

画
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
高
伏
運

河
、
富
山
市
四
方
か
ら
庄
川
ま
で

の
運
河
、
そ
し
て
戦
争
中
に
掘
削

さ
れ
た
岩
瀬
運
河
と
住
友
運
河
を

つ
な
ぐ
運
河
の
開
削
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
書
に
は
富
岩

運
河
の
現
状
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
岩

瀬
運
河
は
河
口
の
み
利
用
さ
れ
て
お
り
、
住
友
運
河
は
全
線
が
全
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
上
流
部
分
に
は
県
有
地
が
七
万
坪
あ
る
も
の
の
、
一
部
掘
削
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
運
河
は
、
石
炭
、
パ
ル
プ
用
原
木
、
石
灰
石
、
砂
利
な
ど
が
上
流
側
に

運
ば
れ
、
そ
の
量
も
昭
和
二
十
一
年
度
の
七
五
〇
ト
ン
か
ら
昭
和
二
十
三
年
に
は
七
万
ト

ン
へ
と
急
増
し
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
三
万
五
千
ト
ン
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
計
画
書
で
は
「（
運
河
は
）
予
期

さ
れ
た
ほ
ど
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
原
因
と
し

て
、「
か
め
ふ
ち
川
」か
ら
流
入
す
る
土
砂
に
よ
っ
て
年
間
一
万
㎥
程
度
埋
没
す
る
こ
と
や
、

模擬原爆の投下
（『ルメイ・最後の空爆』より）

運河計画図（『富山県総合開発計画　第六編　交通政策』より）

戦
後
復
興
都
市
計
画
と
総
合
開
発
計
画

標
的
と
な
っ
た
運
河
周
辺

コ
ラ
ム
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運
河
に
か
か
る
橋
梁
の
桁け
た

下
が
低
く
五
〇
ト
ン
の
艀は
し
けが
通
航
で
き
る
程
度
し
か
な
い
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
富
岩
運
河
の
存
在
意
義
が
ゆ
ら
い
で
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
は
、
日
本
経
済
を
活
性

化
さ
せ
経
済
大
国
へ
と
押
し
上
げ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
と
も
な
う
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
っ
て
、
物
資
の
輸
送
手
段
が
ト
ラ
ッ
ク
に
切

り
替
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
工
業
用
運

河
は
そ
の
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
富
岩
運
河
に
新
し
い
動
き
が

で
て
き
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
か

ら
の
北
洋
材
の
輸
入
で
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
に

は
木
材
輸
入
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
年
間
二
十
四
万

ト
ン
が
運
河
沿
岸
の
木
材
会
社
や
パ
ル
プ
工
場
へ

運
ば
れ
た
。
こ
の
量
は
、
昭
和
十
年
の
木
材
輸
入

量
三
万
二
千
ト
ン
の
七
倍
に
当
た
る
量
で
あ
っ
た
。

運
河
は
こ
う
し
て
木
材
の
貯
木
施
設
の
役
割
を

担
っ
た
。

　

一
方
、
経
済
成
長
は
同
時
に
公
害
問
題
（
水
質
の
悪
化
）
を
深
刻
化
さ
せ
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
ご
ろ
か
ら
奥
田
・
豊
田
地
区
で
は
市
街
地
化
が
急
速
に
進
み
、
生
活
排

水
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
工
場
排
水
や
先
ほ
ど
の
貯
木
の
樹
皮
な

ど
が
ヘ
ド
ロ
と
な
っ
て
川
底
に
埋
積
し
た
。
水
質
測
定
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
に
よ
れ
ば
、
環
境
基
準
が
一
〇ppm

、
で
五ppm

が
魚
の
す
む
限
界
と
い
わ

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
島
閘
門
で
は
一
六
九ppm

、
昭
和
四
十
八
年
の
調
査
で
は
、

い
た
ち
川
下
流
興
人
水
路
橋
で
最
高
一
一
八ppm

を
記
録
し
た
。
こ
の
時
、
運
河
は
完

全
に
「
死
の
川
」
と
化
し
た
。
沿
岸
市
民
は
悪
臭
・
ハ
エ
・
蚊
の
発
生
に
悩
ま
さ
れ
、
富

岩
運
河
は
ま
る
で
「
厄
介
者
」
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
運
河
の
埋
め
立
て
構
想
が
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
し
ば

し
ば
と
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
二
月
の
富
山
県
議
会
で
、
当
時

の
中
田
幸
吉
知
事
は
正
式
に
富
岩
運
河
の
埋
立
て
構
想
を
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
富
岩
運
河
の
上
流
約
半
分
を
埋
め
立
て
、
跡
地
に
幹
線
道
路
や
緑
地
、

公
共
施
設
（
劇
場
、
音
楽
堂
を
含
め
た
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
）、
工
場
な
ど
を
作
る
と
さ
れ
て

い
た
。
費
用
は
三
〇
億
円
か
ら
四
〇
億
円
と
見
込
ま
れ
た
が
、
北
陸
新
幹
線
工
事
と
並
行

し
て
行
え
ば
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
る
土
砂
を
埋
立
て
に
使
え
る
の
で
安
上
が
り
に
な
る
、
と

知
事
は
答
弁
し
て
い
る
。

　

そ
れ
と
期
を
同
じ
く
し
て
昭
和
五
十
五
年
に
富
山
市
が
都
市
計
画
協
会
に
委
託
し
て
作

成
し
た
『
富
山
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画　

調
査
報
告
書
』
で
も
埋
立
て
案
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
富
岩
運
河
を
埋
め
立
て
た
跡
地
を
利
用
し
て
南
北
幹
線
道
路
を

整
備
す
る
こ
と
や
、
船
溜
り
地
区
は
博
物
館
や
市
民
会
館
、
屋
内
プ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
場

な
ど
の
公
共
施
設
、
北
陸
・
全
国
を
対
象
と
す
る
総
合
展
示
場
、
大
集
会
施
設
誘
致
施
設

の
立
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

昭和4０年代の荒廃した富岩運河（『続奥田郷土史』より））

富山駅周辺地区整備基本計画図
（昭和５５年『富山駅周辺整備基本計画

調査報告書』より）

富
岩
運
河
の
危
機
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四
　
再
生
と
新
た
な
段
階
へ

　

昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）、
富
山
県
知
事
が
中
沖
豊
に
交
代
す
る
と
、
昭
和
六
十
年

「
と
や
ま
二
十
一
世
紀
水
公
園
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
、
知
事
は
そ
れ
ま
で
の
埋
立
て
案
か
ら

の
方
針
転
換
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
富
岩
運
河
を
中
心
と
す
る
地
区
を
駅
北
地
区
に
お

け
る
新
都
心
形
成
の
核
と
し
て
位
置
づ
け
、
水
に
親
し
む
環
境
を
作
り
出
し
、
特
に
船
溜

り
地
区
に
つ
い
て
は
水
を
生
か
し
た
運
河
公
園
―
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
六
十
年
に
建
設
省
で
創

設
さ
れ
た
「
新
都
市
拠
点
整
備
事
業
」
を

導
入
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
で
あ
る
「
と
や
ま
都
市
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
計
画
」
を
昭
和
六
十
三
年
度
に
策
定

し
た
。
そ
し
て
水
辺
空
間
の
豊
か
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
、
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
に
は
富
岩
運
河
環
水
公
園

と
し
て
実
を
結
ん
だ
。
現
在
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
人
気
店
が
進
出
す
る
な

ど
、
公
園
は
富
山
駅
北
の
賑
わ
い
の
中
心

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
富
岩
運
河
そ
の
も
の
も
、
平
成

十
年
に
中
島
閘
門
の
修
復
完
了
と
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
に
よ
り
再
び
注
目
さ
れ
、
現

在
で
は
、
富
岩
水
上
ラ
イ
ン
の
就
航
に
よ
り
、
県
内
外
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
富
岩
運
河
と
つ
な
が
り
水
上
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
岩
瀬
運
河
に
は
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
運
河
は
観
光
の
目
玉
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

中
川
運
河
は
、
富
岩
運
河
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
ら
れ
、
名
古
屋
市
の
名
古
屋
港
と

名
古
屋
駅
と
を
結
ぶ
。
都
市
計
画
に
よ
り
作
ら
れ
た
こ
と
や
二
つ
の
閘
門
を
持
つ
こ

と
な
ど
富
岩
運
河
と
類
似
点
が
多
い
。

　

明
治
末
以
降
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
っ
て
名
古
屋
港
と
市
街
地
を
結
ぶ
堀

川
、
新
堀
川
が
物
流
運
河
と
し
て
規
模
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
に
名
古
屋
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
中
川
運
河
、
荒
子
川
運
河
、
山

崎
川
運
河
、
大
江
川
運
河
か
ら
な
る
運
河
網
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

中
川
運
河
は
延
長
八
・
二
㎞
、
水
面
幅
六
十
三
・
六
～
九
〇
・
九
ｍ
で
、
大
正
十
五

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
五
年
（
支
線
を
含
む
全
線
は
昭
和
七
年
）
に
開
通
し
た
。

　

開
削
に
あ
わ
せ
て
掘
っ
た
土
を
利
用
し
て
運
河
両
岸
の
敷
地
造
成
が
行
わ
れ
、
道

路
の
整
備
や
土
地
整
理
事
業
に
よ
る
工
場
な
ど
の
誘
致
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
新
聞

で
は
「
東
洋
一
の
大
運
河
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

中
川
運
河
に
は
、
中
川
口
閘
門
と
松
重
閘
門
の
二
つ
の
閘
門
が
あ
る
。
中
川
口
閘

門
は
運
河
河
口
の
名
古
屋
港
に
面
し

て
お
り
、
松
重
閘
門
は
堀
川
と
連
絡

す
る
た
め
の
も
の
で
、
海
面
や
堀
川

の
高
水
が
運
河
内
に
逆
流
氾
濫
す
る

の
を
防
止
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
後
、
中
川
運
河
も

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受

け
て
利
用
の
減
少
が
進
ん
だ
が
、
平

成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
「
中
川
運
河
再
生
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
現
代
ア
ー
ト
を
主
軸
に
し
た
キ
ャ
ナ
ル
ア
ー
ト
の
活
動

を
は
じ
め
再
生
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

富岩運河環水公園

生
ま
れ
変
わ
っ
た
富
岩
運
河

ライトアップされた松重閘門
（『もっと知りたい中川運河』より）

よ
く
似
た
運
河
、
名
古
屋
の
中
川
運
河

コ
ラ
ム

− 14−



お
わ
り
に

　

江
戸
時
代
、
越
中
国
は
東
岩
瀬
港
、
伏
木
港
な
ど
が
北
前
船
貿
易
に
よ
っ
て
栄
え
、
内

陸
部
で
は
河
川
を
利
用
し
た
水
運
が
発
達
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
洪
水
・
大
水
に
悩
む
富

山
県
は
、
明
治
時
代
に
入
る
と
近
代
的
で
大
規
模
な
治
水
工
事
を
行
い
、
そ
の
軽
減
に
つ

と
め
た
。

　

大
正
期
に
都
市
計
画
法
が
制
定
さ
れ
、
富
山
・
高
岡
な
ど
で
も
、
都
市
と
そ
の
周
辺
を

含
む
総
合
政
策
が
計
画
さ
れ
順
次
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
登
場
し
て
き
た
の

が
「
運
河
」
開
削
計
画
で
あ
る
。
港
と
都
市
を
結
び
、
そ
の
周
辺
に
工
場
地
帯
を
造
成
す

る
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
、
高
伏
運
河
計
画
や
富
岩
運
河
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

放
生
津
潟
の
後
背
地
に
運
河
を
掘
っ
て
工
業
地
帯
を
造
成
す
る
計
画
も
作
ら
れ
た
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
富
山
都
市
計
画
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
富
岩
運
河
が
完

成
し
た
。
こ
の
運
河
は
建
設
に
あ
た
っ
て
の
地
元
住
民
と
の
交
渉
、
ま
た
工
場
建
設
や
拡

張
計
画
、
さ
ら
に
戦
争
と
い
っ
た
困
難
な
時
代
を
経
て
、
富
山
北
部
工
業
地
帯
の
形
成
に

大
き
く
寄
与
し
た
工
業
化
の
象
徴
と
言
え
る
。

　

戦
後
に
な
る
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
輸
送
手
段
が
ト
ラ
ッ
ク
に
代
わ
っ
た

た
め
、運
河
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、主
に
貯
木
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
生
活
排
水
の
流
入
も
と
も
な
い
、
水
質
の
悪
化
は
公
害
問
題
と
な
り
、
そ
の

解
決
手
段
と
し
て
埋
め
立
て
て
道
路
化
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
運
河
は
存
廃
の

危
機
に
立
た
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
昭
和
五
十
年
代
後
半
に
な
り
一
変
す
る
。「
ま
ち
な
か
の
貴
重

な
水
面
、
水
辺
空
間
」
と
し
て
活
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
以
降
、「
と
や

ま
都
市
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
計
画
」
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
旧
船
溜
ま
り
の
場
所
は
憩
い

と
親
水
の
機
能
を
も
つ
富
岩
運
河
環
水
公
園
に
姿
を
変
え
、
今
や
賑
わ
い
創
出
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。富
岩
運
河
も
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）に
富
岩
水
上
ラ
イ
ン
が
就
航
し
、

今
年
は
新
型
船
「fugan

」
も
加
わ
っ
た
。
従
来
の
物
資
を
「
は
こ
ぶ
」
工
業
用
か
ら
人
々

に
愛
さ
れ
、
夢
を
「
は
こ
ぶ
」
観
光
用
運
河
と
し
て
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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21 「近代日本の国土空間の生産をめぐる計画化思想とその実践－地方利益と都市利益の相克－」（『岩波講座　「帝国」日本の学知』第8巻　空間形成と世界認識） 水内俊雄 2006 岩波書店

22 「藩政時代の越中に於ける運河計画」（『富山史壇』第43号） 高瀬保 1969 越中史壇会
23 『富山総合開発計画書　第六編　交通計画』 富山県総合開発審議会 1952 富山県総合開発審議会
24 『富山県政策情報誌でるくい』創刊号 富山県企画部計画課 1996 富山県政策研究会
25 平成19年度特別企画展「とやま二都物語」 富山県公文書館 2007 富山県公文書館
26 平成25年度特別企画展「ふるさと富山　百三十年のあゆみ」 富山県公文書館 2013 富山県公文書館
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富岩運河関連年表
年　号 西　暦 事　　　　　　項
大正7年 1918 高伏運河審議会が発足

大正8年 1919 民間有志が「富岩運河株式会社設立願書」を富山県に提出
都市計画法が公布

大正13年 1924 富山市が都市計画法の適用指定を受ける
大正14年 1925 高岡市が都市計画法の適用指定を受ける
大正15年 1926 都市計画富山地方委員会が設立される
昭和3年 1928 富山市都市計画案について内閣の認可を得る
昭和6年 1931 廃川地埋立て及び富岩運河開削工事起工式
昭和8年 1933 日満アルミニウム株式会社富山工場設立

昭和10年 1935
富岩運河が完成し、神通川廃川地埋立てが完了
運河の使用開始
奥田村が富山市に編入

昭和11年 1936 日曹人絹パルプ株式会社富山工場設立（翌年操業開始）
日満産業大博覧会の開催

昭和12年 1937 日本海電気株式会社富山発電所が運転開始
昭和13年 1938 日曹製鋼株式会社富山工場が操業開始

昭和14年 1939 富岩運河使用条例が公布される
大港湾計画の本格的な事業計画の立案に入る

昭和15年 1940
東岩瀬臨港工業地帯造成事業起工式の挙行
日本海ドック会社の設立認可が下りる
東岩瀬町が富山市に編入

昭和20年 1945 富岩運河岸に模擬原爆（パンプキン）が落とされる
昭和27年 1952 第一次富山県総合開発計画が策定される
昭和36年 1961 第二次富山県勢総合計画が策定される
昭和43年 1968 富山新港開港
昭和54年 1979 富岩運河埋立て構想を中田知事が発表
昭和60年 1985 とやま21世紀水公園神通川プランの調査報告書発表（埋立て案を転換）

昭和63年 1988 富岩運河環水公園の都市計画決定
ポートルネサンス21事業着工

平成元年 1989 富山都市計画ＭＩＲＡＩ計画事業開始

平成9年 1997 カナルパークの名称を「富岩運河環水公園」と決定
環水公園の一部完成、開園

平成10年 1998 とやま都市ＭＩＲＡＩ計画が日本都市学会の計画設計賞受賞
中島閘門修復完了、国の重要文化財に指定

平成11年 1999 全国運河サミットinとやま開催

平成12年 2000
富岩運河環水公園の主要事業の完成記念式典
ブールバールの完成
富山市の富岩運河環境調査でダイオキシン類検出

平成14年 2002 牛島閘門、国の登録有形文化財に指定
運河まつり開始

平成16年 2004 運河のまちを愛する会設立
平成17年 2005 ダイオキシン類対策検討委員会が処理法を提示
平成18年 2006 富岩運河環水公園が日本歴史公園百選に選出

平成19年 2007 富山県、水辺のまち夢プラン事業開始
環水公園が水辺のユニバーサルデザイン大賞2007のグランプリ受賞

平成20年 2008
ダイオキシン類対策検討委員会が浚渫法に次いで覆砂工法が有効と報告
環水公園の日設定
水辺のまち夢プラン協議会設立
ＮＰＯ法人カナル水辺倶楽部設立

平成21年 2009 富岩水上ライン就航
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企画展史資料一覧
史　　資　　料　　名 所　　　蔵 実物 パンフ パネル ポスター ちらし

前　
　
　
　

史

船絵馬　清正丸 富山市教育委員会（森家） ○ ○
東岩瀬港写真（『東岩瀬港昭和1２年版』） 富山県公文書館 ○
東岩瀬御蔵絵図 富山県立図書館 ○
藤井能三写真 藤井利美氏蔵（高岡市立博物館提供） ○ ○
「三菱会社郵便汽船神戸伏木間航路開通につき布達」 富山県教育記念館 ○
「伏木築港論」 高岡市立伏木図書館 ○
伏木港写真（大正２年『富山県写真帖』） 富山県立図書館 ○
幕末・明治期「西廻り」航路主要港図（『北前船の近代史』） ○
明治17年ころの内陸水運図（『富山県史通史編Ⅴ近代上』） ○
松川の写真 富山県土木部都市計画課 ○ ○
「河川舟路および水運につき進達」 国立公文書館 複製
デ・レイケ写真（『デ・レイケと常願寺川』） ○
「森山知事により河川改修に関する上申案」 富山県公文書館 ○
「治水ノ儀ニ付請願」 富山県公文書館 ○
「富山市区域拡張予測図」（『富山市経営策』） 富山県立図書館 ○ ○
「神通地区県有土地分譲図」 富山県公文書館 ○ ○
富山市地図 個人蔵 ○

都
市
計
画
と
運
河

「富山都市計画区域図」 富山県公文書館 ○
「富山都市計画区域内人口増加予想図表」 富山県公文書館 ○
「富山都市計画区域図」 富山県公文書館 ○
「高岡都市計画区域決定理由書」 富山県公文書館 ○
「高岡都市計画区域図」 富山県公文書館 ○
浅野総一郎写真（『父の抱負』より） ○ ○
井上孝哉知事写真 富山県公文書館 ○
「高伏運河審議会規定」（『富山県報』） 富山県公文書館 ○
「高伏運河推進の建議」（『県会決議書』） 富山県公文書館 ○
「高岡大都市計画図」 高岡市立博物館 ○ ○
「高岡市付近平面図」 高岡市立博物館 ○ ○
高伏工業地帯写真（『置県百年　富山県』） ○
電気製鉄伏木工場（『置県百年　富山県』） ○

運　

河　

の　

発　

展　

と　

危　

機

東岩瀬港第二期修築事業地鎮祭並に起工式写真 富山県土木部都市計画課 ○ ○
エキスカ・ベータによる掘削作業 富山県土木部都市計画課 ○ ○
中島閘門筏材作業 佐竹茂一氏撮影 ○ ○ ○
下流護岸工事写真 富山県土木部都市計画課 ○
完成した船溜の護岸工事写真 富山県土木部都市計画課 ○
中流部の伏越水路工事写真 富山県土木部都市計画課 ○
建設中の中島閘門（閘門側） 富山県土木部都市計画課 ○
建設中の中島閘門（放水門側） 富山県土木部都市計画課 ○
完成間近の中島閘門（閘室上流門扉） 富山県土木部都市計画課 ○
完成間近の中島閘門（放水門部） 富山県土木部都市計画課 ○
大島川連絡工写真 富山県土木部都市計画課 ○ ○
運河工事によって完成した奥田村下新橋渡橋式写真 富山県土木部都市計画課 ○
「富山都市計画事業概要」（昭和２年） 富山県公文書館 ○
富山県富岩運河使用条例（『富山県報』） 富山県公文書館 ○ ○
富山都市計画事業計画平面図（昭和3年） 富山県公文書館 ○ ○ ○
東岩瀬町鳥瞰図 富山市教育委員会 ○
富山市を中心とさせる県下名勝鳥瞰図（昭和７年） 富山県公文書館（高田家文書） ○
大島川灌漑用水工事につき上申書 個人蔵 ○
富岩運河大島川灌漑用水設計変更願 個人蔵 ○ ○
サイフォン関係図面 個人蔵 ○ ○
土地売渡承諾書 個人蔵 ○
土地売買追加契約書 個人蔵 ○
「富山都市計画事業平面図」（昭和14年） 富山県公文書館 ○ ○ ○ ○
日満アルミ写真（『置県百年　富山県』） ○
日曹人絹パルプ写真 佐竹茂一氏撮影 ○
「富岩運河の利用状況調査」 富山県公文書館 ○
矢野兼三知事写真 富山県公文書館 ○
昭和15年「富山都市計画東岩瀬工業土地区画整理予想図」 富山県公文書館 ○ ○
昭和1８年「富山都市計画東岩瀬臨港土地区画整理予定図」 富山県公文書館 ○ ○
『都市計画富山地方委員会会議録』 富山県公文書館 ○
「放生津港計画図」（『富山県史現代　統計図表』） ○
北日本新聞記事（昭和２２年11月1３日） ○ ○
富山新港写真（『置県百年　富山県』） ○
模擬原爆（パンプキン爆弾）の投下写真（『ルメイ・最後の空襲』） ○ ○
運河計画図『富山県総合開発計画計画書　第六編　交通計画』 富山県公文書館 ○ ○ ○ ○
『富山県総合開発計画書　第六編　交通計画』 富山県公文書館 ○
荒廃した富岩運河写真（『続奥田郷土史』） ○ ○
『富山駅周辺整備基本計画調査報告書』 富山県立図書館 ○ ○ ○
船溜りの航空写真（『航空写真大集　富山百年を翔ぶ』） ○
陸地化が進む船溜り写真（『とやま２1世紀水公園神通川プラン策定調査報告書』） ○
北日本新聞（昭和54年3月５日） ○

再
生
と
新
た
な

段
階
へ

現在の環水公園の写真 富岩運河環水公園HPより ○ ○
とやま２1世紀水公園神通川プラン（仮称）策定調査報告の概要 ○
富岩運河環水公園パンフレット ○
昭和２1年、平成1９年富岩運河周辺航空写真 国土地理院 ○
中川運河関連写真（『もっと知りたい中川運河』） ○ ○
見沼通船掘関連写真（『世界の運河・日本の運河』） ○
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県
立
図
書
館
●

県
道
四
方
新
中
茶
屋
線

県
立
図
書
館
前至

高
岡

至
滑
川

城
址
大
通
り

神
通
川

至R8 あいの風とやま鉄道
JR北陸新幹線

●
埋蔵文化財
センター

●
富山観光ホテル

呉羽山公園
●

富山大学

至富山I.C.

県道富山高岡線

城址公園
●

●弓道場

富山県
公文書館

富山駅

41

■交通機関

JR富山駅発バス

・北代循環〈県立図書館前〉下車・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩3分

・四方経由新港東口行〈県立図書館前〉下車・・・徒歩3分

・高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車・・・・・・・・・・徒歩10分

お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2
TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093 http://www.pref.toyama.jp/branches/1147/


